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縄文カレンダーの再構築を目指して 
－下布田遺跡を素材に－ 

  
東海大学文学部　北條芳隆 

はじめに 
　本日は講演会にお招き頂き、真に有り難うございます。私はこれまで日本列島の弥生・古墳
文化を対象に、無文字社会の農耕民はどのような暦を使用したのかを探ってきました。中国大陸
から水稲農耕が持ち込まれたのは弥生時代ですが、稲作は非常に手間がかかり、しかも各種の作
業を適時にこなす必要があります。そのため水稲農事暦は必要不可欠でした。したがって暦の仕
組みも種籾や農具などとセットで中国大陸から移植されたと考えられます。 
最初にもちいられた可能性が高いのは、日々の太陽の出没位置を前景と併せて記憶する日の

出・日の入り暦です。それは夏至と冬至（合わせて二至）、春分と秋分（合わせて二分）を見極
めることが基本でした。この間をいくつかに分割してゆけば、やがて二十四節気とごく近い区分
に近づきます。さらに月の満ち欠けとの対応関係を押さえれば旧暦（太陰太陽暦）となります。
一貫して古代中国や朝鮮半島諸国からの影響を受け続けたという道筋です。本日の講演でも前半
は弥生文化の暦を紹介させて頂きます。 
では稲作が到来するより前の縄文時代の人々はどのような暦を使っていたのでしょうか。晩期

の遺跡として知られる調布市下布田遺跡を題材に、この点を考えます。これまでの研究でも「縄
文カレンダー」論や「縄文ランドスケープ」論が提唱されてきました。しかし未解明の点も多い
ので、私も検討を始めたところです。まだ構想段階ですが、縄文時代の人々は、太陽や月にかぎ
らず星々の移ろいをはじめ自然界の様々な要素の相互関連性を捉えた独特な暦をもちいた可能性
が指摘できるだろうと思います。それを「縄文自然暦」と仮称することにして、今後市民の皆さ
んとの協働で理解を深めてゆきたいと考えています。 
  
１．日の出暦の仕組み 
日の出や日の入りを観察し続ければ、その場所は日々移動してゆくことがわかります。最も南

寄りから日が昇る冬至の場合、
真昼の太陽の高度は低く日没も
早く、太陽は最も南寄りに沈み
ます。反対に最も北寄りから日
が昇る夏至の場合、昼間の太陽
の高度は高く日没は遅くなり、
最も北寄りに太陽は沈みます。
こうした規則性を利用し、季節
の移ろいを日割りで予知する方
法が日の出暦なのです。日の入
り暦も基本は同じです。それが
太陽暦の初歩的な認知法で、月
の満ち欠けを利用する太陰暦と
は別建てで発生した時間の把握

図１　日の出暦の基本原理



調布市文化財講演会資料 2025年10月４日

2

と管理法です。 
古代中国でも後期新石器時代の陶寺遺跡では日の出暦がもちいられました。紀元前20世紀の

ことです。そののち殷代から周代にかけては太陰暦との調整が図られるようになり、戦国時代ま
でには太陰太陽暦（旧暦）の大枠が完成したといわれます。その一方、日本列島では稲作技術の
一環として、紀元前８世紀の弥生時代早期には日の出暦の手法が大陸側から持ち込まれた可能性
が高いのです。 
では日の出暦の具体的な手法を図１によって解説します。奈良県纒向遺跡の大型建物Ｄから

３世紀前半の弥生終末期に観察されたはずの立春から春分までと、秋分から立冬までの日の出の
情景を示しました。日の出の場所は前景となる日向かし（東）側の山並を目安とするもので、立
春と立冬は三輪山山頂からの日の出の情景として、雨水と霜降は巻向川の谷からのそれ、春分と
秋分は巻向山山頂付近の九合目からのそれとして覚えればよいのです。 
ここで重要なのは、春と秋の節目となる期日の日の出の情景が折り返しで一致する点です。こ

の現象を専門用語では「太陽赤
緯の一致」と呼びます。さらに
この図で注目すべき現象は、目
安となりやすい峰や谷間からの
日の出が、節目とすべき暦日と
重なっている点です。これは偶
然の産物などではなく、そのよ
うな情景となる場所が慎重に探
し求められ、そこに大型建物Ｄ
は建てられたことを物語ってい
るのです。 
  
２．弥生文化の日の出暦とそ
の東遷 
（１）弥生早・前期の板付遺跡 
　弥生時代早期から前期までの
日の出暦は福岡県福岡市板付遺
跡で実践され、精度の向上が図
られた可能性が高いのです。そ
の様相を示したものが図２で
す。上段の図は早期段階の日の
出暦を北台地から再現したもの
で、夏至の日の出は米ノ山594
ｍピークから、冬至の日の出は
大城山410ｍピークの南斜面八
合目付近からとなります。さら
に双方の中間点からの日の出を
みなし〈春分〉・〈秋分〉とし
た場合、天文学的な意味での春

図２　板付遺跡からみた年間の日の出（上段：早期、下段：前期）
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分と秋分（併せて二分）からは前後3日のズレが生じます。 
　ところが中央台地に築かれた前期環濠の中心からの日の出暦を再現してみると、注目すべき現
象が認められます。夏至と冬至の日の出の中間点は、天文学的な意味での二分の日の出の場所と
一致するのです。この場所からだと夏至と冬至の日の出時の太陽の高度差は0.2°しかなく、その
結果、両者の中間点からの日の出は二分と正確に一致することになったわけです。ようするに早
期から前期にかけて、観測場所を南側へと移動させたことにより、日の出暦に精度の向上が図ら
れたと考えられるのです（図２下段）。 
（２）弥生中期の唐古・鍵遺跡 
　板付遺跡で確立された模範的な日の出暦は、弥生中期までには奈良盆地にも転写されました。
それが図３に示す奈良県田原本町唐古・鍵遺跡からみた日の出暦です。ここでは夏至の日の出の
指標として高橋山640ｍピークが、冬至の日の出の指標としては三輪山465ｍピークが選定さ
れ、二分の日の出の指標には龍王山の北尾根、520ｍピークが選ばれました。 

　中期前葉（前300年頃）に
建てられた独立棟持柱建物とし
て知られる古相の大型建物か
らみた日の出暦の様相を図の
上段に示しました。龍王山520
ｍピークからの日の出が天文学
的な意味での二分の日の出
（図中の〇）となり、夏至と
冬至の日の出の中間点からの
日の出として〈二分〉（図中の
●）を定めたとしても前後１日
の誤差しかありません。さら
に中期後半（前50年頃）の勾
玉埋納穴からの日の出暦をみ
ると、夏至と冬至の両日の出
の中間地点は天文学的な意味で
も空間的な意味においても正確
な二分となります。 
　こうした様相からみて、この
遺跡には板付遺跡で完成した模
範的な日の出暦が正しく転写さ
れた可能性が高いと判断できま
す。遺跡の立地場所の選定にあ
たっても、日の出暦は重要な要
素だったと推察され、こうした
志向性は大和の弥生文化が独自
に開発したものとは考えられま
せん。水稲農耕文化体系の一環
として、北部九州から移植され

            図３　奈良県唐古・鍵遺跡からみた年間の日の出

図４　佐賀県吉野ヶ里遺跡北内郭と「高い月」の満月 
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た要素だといえるでしょう。 
（３）佐賀県吉野ヶ里遺跡の北内郭 
北部九州地域は弥生文化の中心地でしたので、当時の先進的な文化要素が数多く認められま

す。ただし日本列島独自の様相も指摘できます。３世紀前半に築かれた佐賀県吉野ヶ里遺跡北内
郭はこの問題を考えるうえで重要です。この北内郭はその軸線を「高い月」の冬至付近の満月の
出に揃えており、満月の出を遥拝した施設であった可能性が指摘できるからです。さらに特定の
年の数回にわたる満月の出に物見櫓状の建物の軸線が揃えられています。だからこうした状況
は、満月を利用した太陰暦が北部九州の弥生文化でも採用された形跡だといえるでしょう。こう
した問題状況を９分間の映像でご覧頂きます（図４-前頁最下段）。 

 ３．日本列島独自の太  陰暦が使用された形跡 
（１）愛知県朝日遺跡出土赤黒円文パレス壺　 
太陰暦と深く関連する弥生時代の重要資料があることもわかってきました。それが図５に示

す愛知県朝日遺跡から出土した赤黒円文パレス壺です。胴部の上半に赤彩円文と黒彩円文が交互
に配され全周する特殊な土器で、欠損部分を補えば赤12個、黒12個で構成されていた可能性が
高く、合計24個の配列となる赤黒円文の上にも１個の赤彩円文が施されています。 
　この独特な配列からみて、この壺は年間の太陽の運行や月の運行を表現した可能性が高いと考
えます。上段の１個の赤円文を日の出の南限である冬至の太陽（後述）と仮定し下段の24個の赤
黒円文の配列を読み解けば、太陽暦の二十四節気ではなく十二朔望月すなわち１年間を月の満ち
欠けで計る太陰暦が復元されるのです。さらに上段の赤円文が下段の赤円文と黒円文のちょうど
中間に描かれていることは、冬至が満月の場合もあれば新月の場合もあることを示すもので、こ
の間が年末・年初の調整期間であったことを示唆しています。 
というのも真の冬至である冬至点通過日を中日とする９日間（12月18日から26日まで）は、

見かけ上の日の出の場所が南限に達したままほとんど移動しない、という現象があるからです。
この９日間の間に月相の変化を見据え、満月や新月、上弦の月や下弦の月など区切りのよい月相
の到来を待ってその年の瀬とし、翌日から次の年初とするような仕組みだった可能性が指摘でき
るのです。つまり９日間ある冬至の太陽とは、十二朔望月である354日余と１太陽年である365
日余の間の約11日間の差を埋める役割を果たしたのではないでしょうか。このような仕組みな
ら、太陽暦との誤差はなくなり、長期安定的な暦となります。 

  　 図５　愛知県朝日遺跡の赤黒円文パレス壺　　　　　　　　　図６赤黒円文壺と鹿絵壺が描く太陰暦
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（２）石川県八日市地方遺跡の鹿絵壺 
　この解釈が妥当であることを証明する資料も見つかりました。それが石川県八日市地方遺跡出
土の鹿絵壺です。胴部最上段に描かれた半月円文を冬至の太陽と仮定すれば、12頭の鹿は十二朔
望月を示すことになり、１人の人間は春分前後に水田に立つ状態だと復元できますし、鹿の生態
的特徴や水稲農耕との対応関係を点検すれば、朝日遺跡の赤黒円文パレス壺との相関関係が導か
れるのです。両者の構図を比較点検してみたものが図６です。みごとに対応する関係であること
がわかります。水稲農耕民ですから稲の食害をおこす鹿との対峙は必須だったに違いなく、八日
市地方遺跡の鹿絵壺は水稲農事暦と鹿との関係を、太陰暦を背景に描くものだったと理解できる
のです（北條2025）。 
  
４. 縄文カレンダー論と縄文ランドスケープ論 
（１）縄文カレンダー論の課題 
　では本題の縄文カレンダーの再検討に入ります。故小林達雄氏によって提唱された縄文カレン
ダー論（小林1994,1996）は、この時代の暦それ自体の復元を目指したものではありません。縄
文文化の生業体系を「カレンダー」の名の下に呼び替えることに主眼がおかれたのです。氷河期
を終えて地球が温暖化したことに伴い、世界各地の人々が農耕・牧畜を採用したなかにあって、
縄文文化は農耕も牧畜も採用しませんでした。にもかかわらず、この文化は長期間にわたって持
続し繁栄したことも事実です。真に不思議な現象なのです。 
その理由とは何かを考えるなかで浮上したキーワードが「多角的狩猟採集経済」でした。黒

潮と対馬海流によって南北を挟まれた日本列島は、食糧資源に恵まれた環境にあったことと、さ
まざまな海の幸、山の幸を取り混ぜ効率的に獲得し、貯蔵法も駆使して計画的に活用したこと
が、縄文文化の長期安定性を支えたのだという見解で、故鈴木公雄氏の提唱です。この堅苦しさ
を伴う用語をかみ砕いた標語が「縄文カレンダー」でした。そのため提示された図は、季節の変
化に応じて利用できる資源類を列挙したにすぎないともとれます。季節変化の指標として利用さ
れたのは何であったのかを具体的に解明することが課題として残されました。 
（２）縄文ランドスケープ論の問題 
　そののち小林氏は英国への留学を機に、上記の「縄文カレンダー」論に修正を加えました。季
節変化の指標として太陽の運行を組み入れたのです（小林編著2005、小林2008）。夏至の日の
出に軸線を揃えたストーンヘンジなど新石器時代のモニュメントにたいする考古天文学の知見を
参照し、類似した軸線設定は秋田県大湯環状列石にも認められるとの見解を取り上げ、縄文時代
後期の人々は夏至の日の入り方位を知っていた、と結論づけました。さらにそこからの推論のも
と、小林氏は縄文カレンダーの基本は二至二分の把握だったとも述べています。前半で紹介した
弥生時代の日の出暦と同じ構造が想定されたのです。それが「縄文ランドスケープ」論の骨格で
す。 
　しかし大湯環状列石の実態は、夏至の太陽の出没とは直接関係しません。たんに方位磁石をも
ちいた測量図（真北からは８度西に傾く）を使用し、それを真北基準の図と取り違えた誤認にす
ぎないのです。事実関係を点検すれば、むしろ現在の立春や立冬の太陽に近いとみるべきでしょ
う。この基本的な誤解は訂正する必要があります。 
もちろん太陽の運行に則した二至の認知については、旧石器時代にまで溯る可能性もありま

すから否定できませんし、二分については夏至と冬至の太陽の出没地点の中間値をみなし〈二
分〉とした可能性があります。 
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とはいえ、季節変化の指標に利用されたのが太陽だけだった可能性はむしろ低いでしょう。
月や星も同等に検討してみる必要があります。ともかく縄文時代遺跡の実態に則した再点検が今
後は必要不可欠であることはいうまでもありません。 
  

５．縄文自然暦の提唱 
（１）周辺景観に注意を払った人々 
　そこで改めて縄文文化の暦を考えることにします。ここでは狩猟採集民が抱いたはずの時空間
認知を重視します。規則的な生業に従事する農耕民に比べると、周囲の環境に敏感だったのが狩
猟採集民ですから、眼に入る周辺の情景にはつねに注意を払ったに違いありません。 
 さらに注目したいのは、自然界のさまざまな要素を結びつけて狩猟・採集の好機を見極める感
覚です。たとえば魚の漁期を陸上の植物の開花に合わせて知る、といった認知法があり、小林氏
も「藤の花と鯛」、「桜とハチメ（メバル）」、「山百合と鮎」などを紹介しています（小林
1994）。食糧資源の獲得のタ
イミングを知るさいに、それと
合致する現象や情景を結びつけ
て記憶する方法で、森羅万象へ
の認知を基礎にした時間把握だ
といえるでしょう。 
　となると、太陽や月の出没や
夜空に輝く星々にも注意が払わ
れ、それを漁期や採集期と結び
つけることもあったはずです。 
 とくに明け方の東の空にプレ
アデスやシリウスなど目立つ星
が日の出の直前に昇るように見
える旦出（近太陽上昇heliacal 
rise）や、日暮れの短い時間に
沈む太陽を追うかのように上記
の星々が沈む旦入（heliacal 
set）は、印象深い情景だった
に違いないのです（図７）。 
　さらに日没直後に東の地平線
から昇る星々を宵出と仮称する
ことにしますが、この情景も同
様に注意されたはずです。 
　弥生時代には日の出暦や日の
入り暦が使用されたことを先に
述べましたが、その情景が観察
される直前と直後のタイミング
のことですし、しかも太陽の近
くに現れる現象が旦出と旦入で
すから、縄文時代の人々がその 図７（上段）４星団の上昇と没　　　図８（下段）富士山と日没　
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情景に無頓着だった可能性を想定するほうが難しいでしょう。 
　また下布田遺跡からは西南西に富士山が眺望できますが、その頂上に太陽が沈むダイヤモンド
富士も季節変化の目安となったはずです（図８）。こうした地平線近く、山並の稜線上に現れる
天体現象を積極的に利用して食糧獲得の指標に据えるのが自然暦だと考えます。 
（２）定義と指標となった諸現象 
 以上のような前提認識のもと、多角的狩猟採集経済の社会が依拠した暦を私は次のように定義
します。すなわち縄文自然暦とは、人間が知覚しうる森羅万象への認知を、時間の推移とりわけ
食糧獲得のタイミングに照準を当て、個別事象を相互関連性のもとに把握する認知体系である
と。ようするに自然界にたいする総合知だといえるでしょう。では後藤明氏編2025『星の文化
史』（丸善出版）に採録された、世界各地の狩猟採集民が季節変化の指標とした天体現象を参照
しつつ、下布田遺跡に焦点を当てて、縄文晩期の人々が暦の指標とした可能性の高い諸現象を列
挙します。 
  
①　日没直後の北斗七星（冬には直立、春になると横、夏には高く倒立、秋には倒立したまま横    
      になるので季節変化の目安になった。古代中国でも「斗建」は重視された） 
②－aプレアデスからシリウスまでの４星（団）の旦出と旦入、宵出（４月下旬には４星団が横 
       一列で旦入、シリウスの旦出は８月中旬、プレアデスの宵出は10月初旬） 
②－b 富士山に沈むシリウス（４月には富士山の山頂付近にシリウスが沈む） 
②－c 冬季の未明に輝いた南十字星（縄文時代には南十字星が直立して見えた） 
③－a 太陽の出没地点の移動（日の出・日の入暦） 
③－b ダイヤモンド富士（２月初旬と11月初旬、夏の満月が山頂に没することもある） 
④　月の満ち欠け（太陰暦） 
⑤　風向きの季節変化（春は東風が吹き、秋になると北風に変わる） 
⑥　気温の寒暖差と降水量の変化 
⑦　山野に咲く花々や昆虫の発生、鳴き声 
  
　以上の諸現象と下布田遺跡出土の食糧資源の獲得季節を照合することで、縄文自然暦が復元で
きると思います。具体例のひと
つとしては、多摩川に生息する
ウグイの産卵期と②－aに示し
た４星団の旦入が指摘できます
（図９）。調布市郷土博物館で
は、すでにこの遺跡出土の動植
物遺存体がピックアップされ、
種類ごとの採集適期も調べ上げ
られていますので、より具体的
な自然暦への理解が深まるはず
です。 
 今後の市民プロジェクトでも
取り組んでいただくことを期待
します。縄文自然暦を今後図式

図９  多摩川のウグイの産卵期と４星団の旦入
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化するなら、上記の①～⑦までを階層化させたものとなり、それらを相互に関連づけるという、
一見複雑ではあるものの、高度に体系化された仕組みが復元されることになるでしょう。 

６．まとめ 
　縄文自然暦を再構築することの意義はどこにあるのでしょうか。それは私たちが忘却してし
まった人間本来の認知体系を再認識することであり、誰もが当たり前のこととして抱いたはずの
自然界との対話がいかに豊かであったのかを想像し直すことだと考えます。 
　前半で紹介した弥生時代の社会は、暦の拠り所を上記の③と④つまり太陽と月の運行にみる規
則性に収斂させました。暦の策定は「日知り」や「月読み」と呼ばれた為政者の独占物へと転じ、
高度な知識体系への構築に向かいました。しかしその反面、自然暦がもつ総合知の枠組みを切り
崩してしまいました。一般の人々が①や②に注意を向けにくい風潮が生まれたのです。 
　さらに古墳時代の後半以降は、暦の体系も天官を通じて為政者から配付されるようになりまし
た。現代では三鷹の国立天文台がその役目を担っています。だから私たちは夜の星はおろか、日
の出や日の入りの情景にさえも無頓着になりがちなのではないでしょうか。満月も祭祀やイベン
ト絡みでしか崇められなくなりました。ダイヤモンド富士は情景写真愛好家にしか注目されませ
ん。専門家に暦を委ねることによって、現代の私たちは認知体系上、明らかに退化しているのだ
と思います。 
　先史時代の暦の問題を研究する私は、縄文自然暦の意味を以上のように捉え始めています。ご
静聴に感謝します。 
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